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近年、ウンシュウミカンのナシマルカイガラムシが増加傾向にある。通常、ウンシュ

ウミカンでは越冬期にマシン油乳剤の高濃度散布によりカイガラムシ類の防除を行うが、

樹勢が低下している場合や、冬期の低温あるいは着花が少ないと予想される年などはマシ

ン油乳剤の散布ができない。これがナシマルカイガラムシを含め、カイガラムシ類の増加

につながっていると考えられる。 

そこで、ウンシュウミカンのナシマルカイガラムシに対して、越冬期のマシン油乳剤

散布に代わる防除法を確立する。 

 

 

 

３月中旬にアビオンＥ1000 倍加用によるアプロード水和剤 1000 倍を散布することにより、 

１．５月から発生するナシマルカイガラムシの第１世代歩行幼虫の発生数が減少する（図

１）。 

２．７月のナシマルカイガラムシの果実寄生率を、ハーベストオイル 80 倍と同等に低く

抑えることができる（図２）。 

 

以上のことから、ナシマルカイガラムシの越冬期防除は、アビオンＥ加用によるアプ

ロード水和剤を散布することで、ハーベストオイルと同等の高い防除効果を得られる。 

 

 

 

１．本試験は、露地栽培の極早生温州「肥のあかり」で実施した。 

２．ウンシュウミカンのカイガラムシ類の越冬期防除は、ミカンハダニとの同時防除も兼

ねてマシン油乳剤散布を基本とし、本技術は着花が少ないと予想される場合や樹勢の

低下、冬期の低温等でマシン油乳剤散布ができないときに利用する。 

３．アプロード水和剤およびアビオンＥには浸透移行性がなく、薬剤の散布ムラがあると

効果が落ちるため、薬剤散布はせん定後に実施する方が望ましい。 

４．アプロード水和剤およびアビオンＥはミカンハダニに効果がないため、ミカンハダニ

の春期の発生に注意が必要である。 

５．アプロード水和剤の使用回数は３回であるが、アビオンＥを混用した場合は、感受性

低下を防ぐため、年１回の使用とする。 

 

 

研究のねらい 

研 究 の 成 果        

普及上の留意点 

No.737(令和３年(2021年)６月) 

分類コード 04－09 

熊本県農林水産部 



［具体的データ］                      熊本県農林水産部 

 
 

 


